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（株）大田花き（7555）平成29年３月期第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、イギリスのEU離脱表明やアメリカの新政権への移行の影響など

から、不確実性が高まり先行き不透明な状況が続いておりますが、円安を受け輸出関連株は持ち直しています。個人

消費は弱含みであったものの“コト消費”はますます活発になりました。 

 このような経済状況の下で、当社グループは新しい“コト消費”の代表であるハロウィン、文化の日を中心とした

華道展、11月22日いい夫婦の日、クリスマス、お正月などコトには欠かせない花のプロモーションと、冠婚葬祭の花

に力を入れました。また、家庭内消費を定着させるため、家庭に花を習慣的に飾ってもらう「ウィークエンドフラワ

ー」の活動を推進、生花小売店とともに販売促進をしました。しかし、９月10月に長雨が続いたため作柄が悪く、10

月から12月にかけて出荷量が減少しました。これにより極端な品薄が続き、卸売価格が上昇、月別の売上金額は前年

を上回りました。割高感を払拭すべく集荷に努めましたが、前年並みの入荷量を確保することが出来ず、必要とされ

る商品を充分に供給することができない時期が続きました。 

 連結子会社の株式会社九州大田花きは、熊本地震により九州地方の消費が陰りがちでありましたが、「こんな時に

こそ販路拡大を」と掲げ、日本でも代表的な銘柄産地の商品を販売しました。これにより前年より売上を伸ばしたも

のの、品薄で仕入価格も上昇したため、売上総利益は若干の増加に止まりました。 

 連結子会社の株式会社大田ウィングスは、卸売市場を運営する当社のプラットフォームを物流面で支えるべく、新

物流施設を平成27年4月より建設中でありました。予定通り平成28年12月に竣工を迎えると、年末の需要期にさっそ

く使用、今後工夫を重ねて最適物流を図っていきます。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間（平成28年４～12月）における当社グループの業績は、売上高20,629,882千

円（前年同四半期比0.8％増）、営業利益37,779千円（前年同四半期比71.3％減）、経常利益72,836千円（前年同四

半期比55.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益31,454千円（前年同四半期比68.0％減）となりました。 

 

 なお、当社グループは花き卸売事業単一セグメントであるため、セグメント別の記載は行っておりません。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して1,758,963千円増加し11,039,677千

円となりました。これは主に建物が1,286,728千円、現金及び預金が674,290千円、売掛金が229,808千円それぞれ増

加したことなどによるものです。

 負債につきましては、前連結会計年度末と比較して1,788,861千円増加し6,392,792千円となりました。これは主に

長短借入金が950,620千円、受託販売未払金が507,625千円、未払金が248,922千円がそれぞれ増加したことなどによ

るものです。

 純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して29,898千円減少し4,646,884千円となりました。これは主に

親会社株主に帰属する四半期純利益31,454千円を計上する一方、剰余金の配当61,062千円を行ったことによるもので

す。

 

 (キュッシュ・フローの状況) 

 当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較し

て674,290千円増加し2,708,714千円となっております。

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 営業活動の結果増加した資金は、731,334千円（前年同四半期は453,626千円の増加）となりました。主な増加要因

は、仕入債務の増加529,015千円、減価償却費225,876千円、未収消費税等の減少155,802千円などによるものです。

また、主な減少要因は売上債権の増加231,644千円、法人税等の支払額83,614千円などによるものです。 

 投資活動の結果減少した資金は、934,486千円（前年同四半期は1,158,039千円の減少）となりました。主な減少要

因は、有形固定資産の取得による支出934,748千円、貸付けによる支出63,900千円によるものです。また、増加要因

は貸付金の回収による収入73,032千円によるものです。 

 財務活動の結果増加した資金は、877,443千円（前年同四半期は342,628千円の増加）となりました。増加要因は、

新施設建設に伴う借入による収入1,067,000千円によるものです。また、主な減少要因は借入金の返済による支出

116,380千円、配当金の支払額59,882千円によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成28年５月13日に公表しました平成29年３月期の通期の業績予想を修正いたしました。詳細につきましては本日

（平成29年２月10日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,036,423 2,710,714 

売掛金 2,132,496 2,362,304 

商品 1,438 263 

未収消費税等 155,802 － 

その他 127,951 257,358 

貸倒引当金 △12,294 △5,699 

流動資産合計 4,441,818 5,324,942 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,139,793 3,426,522 

工具、器具及び備品（純額） 486,939 472,468 

建設仮勘定 330,552 － 

その他（純額） 142,095 131,916 

有形固定資産合計 3,099,381 4,030,907 

無形固定資産    

ソフトウエア 69,198 40,484 

その他 4,265 4,265 

無形固定資産合計 73,464 44,749 

投資その他の資産 1,666,050 1,639,077 

固定資産合計 4,838,895 5,714,734 

資産合計 9,280,714 11,039,677 

負債の部    

流動負債    

受託販売未払金 1,513,279 2,020,904 

買掛金 75,147 101,030 

短期借入金 150,000 300,000 

1年内返済予定の長期借入金 159,960 253,800 

未払金 391,406 640,328 

未払法人税等 52,960 16,437 

賞与引当金 25,096 13,000 

その他 141,476 170,979 

流動負債合計 2,509,326 3,516,479 

固定負債    

長期借入金 1,339,390 2,046,170 

退職給付に係る負債 301,555 329,455 

資産除去債務 93,759 134,122 

その他 359,899 366,564 

固定負債合計 2,094,604 2,876,312 

負債合計 4,603,931 6,392,792 

純資産の部    

株主資本    

資本金 551,500 551,500 

資本剰余金 402,866 402,866 

利益剰余金 4,072,269 4,042,661 

自己株式 △349,852 △350,143 

株主資本合計 4,676,783 4,646,884 

純資産合計 4,676,783 4,646,884 

負債純資産合計 9,280,714 11,039,677 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 20,470,717 20,629,882 

売上原価 18,469,954 18,623,231 

売上総利益 2,000,762 2,006,651 

販売費及び一般管理費 1,869,298 1,968,872 

営業利益 131,463 37,779 

営業外収益    

受取利息 3,787 3,443 

受取配当金 4,500 6,878 

持分法による投資利益 2,710 5,958 

貸倒引当金戻入額 － 6,712 

その他 22,395 18,613 

営業外収益合計 33,394 41,605 

営業外費用    

支払利息 339 6,139 

固定資産除却損 103 － 

保険解約損 － 408 

営業外費用合計 442 6,548 

経常利益 164,414 72,836 

税金等調整前四半期純利益 164,414 72,836 

法人税等 66,127 41,382 

四半期純利益 98,287 31,454 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 98,287 31,454 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 98,287 31,454 

その他の包括利益 － － 

四半期包括利益 98,287 31,454 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 98,287 31,454 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 164,414 72,836 

減価償却費 119,567 225,876 

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,919 △12,096 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 28,433 27,900 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,400 △6,712 

受取利息及び受取配当金 △8,287 △10,321 

支払利息 339 6,139 

持分法による投資損益（△は益） △2,710 △5,958 

固定資産除却損 103 － 

売上債権の増減額（△は増加） △571,522 △231,644 

たな卸資産の増減額（△は増加） 7 1,174 

仕入債務の増減額（△は減少） 844,767 529,015 

未収入金の増減額（△は増加） 4,579 2,800 

未払費用の増減額（△は減少） 7,611 5,360 

未払金の増減額（△は減少） △22,755 △15,167 

未収消費税等の増減額（△は増加） － 155,802 

未払消費税等の増減額（△は減少） △36,686 23,599 

その他 △39,617 22,185 

小計 481,725 790,791 

利息及び配当金の受取額 23,296 30,297 

利息の支払額 △208 △6,139 

法人税等の支払額 △51,187 △83,614 

営業活動によるキャッシュ・フロー 453,626 731,334 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 100,000 － 

有形固定資産の取得による支出 △1,215,816 △934,748 

無形固定資産の取得による支出 △2,250 △7,527 

長期前払費用の取得による支出 △1,776 △1,342 

貸付けによる支出 △137,200 △63,900 

貸付金の回収による収入 99,004 73,032 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,158,039 △934,486 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 － 150,000 

長期借入れによる収入 420,000 917,000 

長期借入金の返済による支出 △2,080 △116,380 

自己株式の取得による支出 △827 △290 

配当金の支払額 △59,063 △59,882 

リース債務の返済による支出 △15,399 △13,003 

財務活動によるキャッシュ・フロー 342,628 877,443 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △361,784 674,290 

現金及び現金同等物の期首残高 2,624,777 2,034,423 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,262,993 2,708,714 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、花き卸売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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